高等学校数学評価規準

0　対象学年、コース・類型、単位数、使用教科書

　　第3学年　　（　普通科理系　）型　　　（　３＋２　）単位　　高等学校数Ⅲ改訂版（啓林館）　　高等学校数学C改訂版（啓林館）

１　教科目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　教科目標


[image: image1]
　(2)　評価の観点及びその趣旨

	　数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的活動を通して、数学の論理や体系に関心を持つとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察に活用しようとする。
	数学的活動を通して、数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発展的に考える。
	事象を数学的に考察し、表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、よりよく問題を解決する。
	数学における基本的な概念、原理・法則、用語・記号などを理解し、知識を身に付けている。


２　数学Ⅲの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標

(2)　評価の観点及びその趣旨

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的活動を通して、極限、微分法及び積分法における考え方や体系に関心をもつとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察に進んで活用しようとする。
	数学的活動を通して、極限、微分法及び積分法における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発展的に考える。
	数学的活動を通して、極限、微分法及び積分法において、事象を数学的に考察し、表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、よりよく問題を解決する。
	数学的活動を通して、極限、微分法及び積分法における基本的な概念、原理・法則、用語・記号などを理解し、知識を身に付けている。


３　数学Ⅲ：単元の内容、その評価規準及び具体例

　(1)　単元の目標と内容、その評価規準

	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１章
数列の極限


	微分法、積分法の基礎として極限の概念を理解し、それを数列の極限の考察に活用できるようにする。
	①数列{
[image: image2.wmf]n

r

}の極限に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②無限等比級数に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①数列{
[image: image3.wmf]n

r

}の極限についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②無限等比級数についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①数列{
[image: image4.wmf]n

r

}の極限について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②無限等比級数について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①数列{
[image: image5.wmf]n

r

}の極限について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②無限等比級数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第２章
関数の極限


	微分法、積分法の基礎として極限の概念を理解し、それを関数値の極限の考察に活用できるようにする。
	①合成関数と逆関数に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②関数値の極限に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①合成関数と逆関数についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②関数値の極限についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①合成関数と逆関数について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②関数値の極限について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①合成関数と逆関数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②関数値の極限について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第３章

微分法


	いろいろな関数についての微分法を理解し、それを用いて関数値の増減やグラフの凹凸などを考察し、微分法の有用性を認識するとともに、具体的な事象の考察に活用できるようにする。

ア　導関数

イ　導関数の応用
	①関数の和・差・積・商の導関数に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②合成関数の導関数に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①関数の和・差・積・商の導関数についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②合成関数の導関数についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①関数の和・差・積・商の導関数について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②合成関数の導関数について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①関数の和・差・積・商の導関数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②合成関数の導関数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第４章

微分法の応用


	
	接線、関数値の増減、速度、加速度に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	接線、関数値の増減、速度、加速度についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	接線、関数値の増減、速度、加速度について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	接線、関数値の増減、速度、加速度について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第５章

積分法


	いろいろな関数についての積分法を理解し、その有用性を認識するとともに、図形の求積などに活用できるようにする。

ア　不定積分と定積分

イ　積分の応用
	①積分とその基本的な性質に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②いろいろな関数の積分に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①積分とその基本的な性質についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②いろいろな関数の積分についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①積分とその基本的な性質について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②いろいろな関数の積分について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①積分とその基本的な性質について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②いろいろな関数の積分について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第６章

積分法の応用


	
	積分を用いて面積、体積を求めることに関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	積分を用いて面積、体積を求める考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	積分を用いて面積、体積を求めることについて、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	積分を用いて面積、体積を求めることについて理解し、基礎的な知識を身に付けている。


(2)　指導計画と評価規準の具体例

	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	１学期


	４

５

６

７
	第1章 数列の極限

　１．無限数列

　　１　数列の極限

　　２　無限等比数列
	①無限数列の極限の分類について関心をもつ。②収束する数列の極限値の性質について関心をもつ。③数列{ 
[image: image6.wmf]n

r

}の極限について関心をもつ。
	①無限数列の極限の分類を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。②収束する数列の極限値の性質を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。③数列{ 
[image: image7.wmf]n

r

}の極限を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	①具体的な事象において、極限を的確に分類することができる。②収束する数列の極限値の性質を用いて、具体的な事象において的確に処理することができる。③無限等比級数に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。
	①無限数列の極限の分類について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②収束する数列の極限値の性質を理解し、基礎的な知識を身に付けている。③数列{ 
[image: image8.wmf]n

r

}の極限を理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	　２．無限級数

　　１　無限級数

　　２　無限等比級数

　　３　いろいろな無限級数


	無限級数、無限等比級数、いろいろな無限級数の極限について関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。
	無限級数の極限を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	無限級数の極限の性質を用いて、具体的な事象において的確に処理することができる。
	無限級数、無限等比級数、いろいろな無限級数の極限について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	第２章　関数の極限

　１．関数

　　１　分数関数

　　研究／２つの関数の和のグラフ

　　２　無理関数

　　３　逆関数

　　４　合成関数
	①分数関数、無理関数について関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。②逆関数や合成関数について関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。
	①分数関数、無理関数を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。②逆関数や合成関数を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	①分数関数、無理関数に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。②逆関数や合成関数に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。
	①分数関数、無理関数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②逆関数や合成関数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	　２．関数の極限と連続性

　　１　関数の極限

　　２　指数関数・対数関数の極限

　　３　三角関数の極限

　　４　関数の連続性

　　５　連続関数の性質
	①極限値の性質に関心をもつ。
②指数関数、対数関数、三角関数の極限に関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。③関数の連続性や連続関数の性質に関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。
	①極限値の性質を理解することにより、指数関数、対数関数、三角関数の極限についての具体的な事象の考察に活用することができる。②関数の連続性や連続関数の性質を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	①指数関数、対数関数、三角関数の極限に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。②関数の連続性や連続関数の性質に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。
	①極限値の性質について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②指数関数、対数関数、三角関数の極限について理解し、基礎的な知識を身に付けている。③関数の連続性や連続関数の性質について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	第3章 微分法

1． 微分と導関数

　１　微分可能と連続

　２　微分と導関数

　３　合成関数と逆関数の微分法
	①導関数について関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。②合成関数と逆関数の微分法について関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。
	①微分についての性質を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。②合成関数と逆関数の微分法を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	①整関数、分数関数の導関数に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。②合成関数と逆関数の微分法に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。
	①微分について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②合成関数と逆関数の微分法について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	　２．いろいろな関数の導関数

　　１　三角関数の導関数

　　２　対数関数・指数関数の導関数

　　発展／第
[image: image9.wmf]n

次導関数の応用
	三角関数、対数関数、指数関数の導関数ついて関心をもち、これらを事象の考察に活用しようとする。
	三角関数、対数関数、指数関数の導関数を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	三角関数、対数関数、指数関数の導関数に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。
	三角関数、対数関数、指数関数の導関数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	２学期


	９

10


	第4章 微分法の応用
1． 導関数の応用

　１　接線の方程式

　２　平均値の定理

　研究／平均値の定理の不等式への応用

　３　関数の増減
	①接線の方程式について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。②平均値の定理について関心をもつ。③関数の増減について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。
	①接線の方程式を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。②平均値の定理を理解することにより、不等式への応用について考察することができる。③関数の増減を理解することにより、グラフなどの概形の考察に活用することができる。
	①接線の方程式に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。②平均値の定理を用いて、不等式を的確に処理することができる。③関数の増減に関する具体的な事象において、的確に処理することができ、グラフなどの概形を表現することができる。
	①接線の方程式について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②平均値の定理について理解し、基礎的な知識を身に付けている。③関数の増減について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	2． いろいろな応用
　１　グラフの凹凸

　２　第２次導関数と極大・極小

　３　速度と加速度

　４　関数の近似式

　発展／ロピタルの定理

　Beyond Math／サイクロイド曲線の性質
	①第２次導関数について関心をもち、グラフの凹凸に関する事象の考察に活用しようとする。②応用的な事象として速度・加速度があげられることに関心をもち、事象の考察に活用しようとする。③関数の近似式について関心をもつ。
	①第２次導関数を理解することにより、グラフの凹凸などの具体的な事象の考察に活用することができる。②速度・加速度を理解することにより、応用的な事象の考察に活用することができる。③関数の近似式を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	①第２次導関数を用いて、具体的な事象において、増減・凹凸を調べながら、的確に処理することができる。②速度・加速度などの応用的事象において、第２次導関数を用いて的確に処理することができる。③関数の近似式の性質を用いて、具体的な事象において、的確に処理することができる。
	①第２次導関数について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②速度・加速度などの応用的事象について理解し、基礎的な知識を身に付けている。③関数の近似式について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	第5章 積分法
1． 不定積分

　１　不定積分

　２　置換積分法と部分積分法
	不定積分について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。
	置換積分法や部分積分法を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	不定積分に関する具体的な事象において、必要に応じて置換積分法や部分積分法を用いながら、的確に処理することができる。
	置換積分法や部分積分法を含めた不定積分について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	2． 定積分

　１　定積分

　２　定積分と微分

　３　区分求積法と定積分

　研究／
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  研究／
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	①定積分について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。②定積分と微分の関係について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。③区分求積法と積分との関係に関心をもち、事象の考察に活用しようとする。
	①定積分を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。②定積分と微分の関係を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。③区分求積法を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	①定積分に関する具体的な事象において、必要に応じて置換積分法や部分積分法を用いながら、的確に処理することができる。②定積分と微分の関係を用いる事象において、的確に処理することができる。③区分求積法を用いる事象において、的確に処理することができる。
	①置換積分法や部分積分法を含めた定積分について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②定積分と微分の関係について理解し、基礎的な知識を身に付けている。③区分求積法について理解し、基礎的な知識を身に付けている。


	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解


	３学期


	11
12

１


	第6章 積分法の応用
1． 面積

　１　面積
	定積分を用いた面積について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。
	面積の求め方を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	面積に関する具体的な事象において、定積分を用いて的確に処理することができる。
	定積分を用いた面積について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	2． 体積

　１　体積

　２　回転体の体積

　研究／球の表面積

　発展／道のり

　発展／微分方程式

	①定積分を用いた体積について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。②道のりや微分方程式について関心をもち、事象の考察に活用しようとする。
	①体積の求め方を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。②道のりの求め方や微分方程式を理解することにより、具体的な事象の考察に活用することができる。
	①体積に関する具体的な事象において、定積分を用いて的確に処理することができる。②道のりや微分方程式に関する具体的な事象において、的確に処理することができる。
	①定積分を用いた体積について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②道のりの求め方や微分方程式について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	総復習
	
	
	
	


４　数学Cの目標、評価の観点及びその趣旨

　(1)　目標


[image: image13]
(2)　評価の観点及びその趣旨

	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	数学的活動を通して、行列とその応用、式と曲線、確率分布又は統計処理における考え方に関心をもつとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを事象の考察に進んで活用しようとする。
	数学的活動を通して、行列とその応用、式と曲線、確率分布又は統計処理における数学的な見方や考え方を身に付け、事象を数学的にとらえ、論理的に考えるとともに思考の過程を振り返り多面的・発展的に考える。
	行列とその応用、式と曲線、確率分布又は統計処理において、事象を数学的に考察し、表現し処理する仕方や推論の方法を身に付け、よりよく問題を解決する。
	行列とその応用、式と曲線、確率分布又は統計処理における基本的な概念、原理・法則、用語・記号などを理解し、知識を身に付けている。


５　数学C：単元の内容、その評価規準及び具体例

　(1)　単元の目標と内容、その評価規準

	単元名
	目標と内容
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	第１章
行列とその応用

	行列の概念とその基本的な性質について理解し、数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、連立一次方程式を解くことや点の移動の考察などに活用できるようにする。
ア　行列

イ　行列の応用
	①行列とその演算、行列の積と逆行列に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②行列を用いて連立一次方程式が解けることに関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。③行列を用いて点の移動が行えることに関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①行列とその演算、行列の積と逆行列についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②連立一次方程式の行列を用いての解法についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。③行列を用いての点の移動についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①行列とその演算、行列の積と逆行列について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②連立一次方程式の行列を用いての解法について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。③行列を用いての点の移動について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①行列とその演算、行列の積と逆行列について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②連立一次方程式の行列を用いての解法について理解し、基礎的な知識を身に付けている。③行列を用いての点の移動について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第２章
式と曲線

	二次曲線の基本的な性質及び曲線がいろいろな式で表現できることを理解し、具体的な事象の考察に活用できるようにする。
ア　二次曲線

イ　媒介変数表示と極座標
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②曲線の媒介変数表示、極座標と極方程式に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②曲線の媒介変数表示、極座標と極方程式についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②曲線の媒介変数表示、極座標と極方程式について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②曲線の媒介変数表示、極座標と極方程式について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第３章
確率分布

	確率の計算及び確率変数とその分布についての理解を深め、不確定な事象を数学的に考察する能力を伸ばすとともに、それらを活用できるようにする。
ア　確率の計算

イ　確率分布
	①条件付き確率や確率の乗法定理に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②確率変数と確率分布、二項分布に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①条件付き確率や確率の乗法定理についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②確率変数と確率分布、二項分布についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①条件付き確率や確率の乗法定理について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②確率変数と確率分布、二項分布について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①条件付き確率や確率の乗法定理について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②確率変数と確率分布、二項分布について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	第４章
統計処理

	連続的な確率分布や統計的な推測について理解し、統計的な見方や考え方を豊かにするとともに、それらを統計的な推測に活用できるようにする。
ア　正規分布

イ　統計的な推測
	①連続型確率変数、正規分布に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②母集団と標本、統計的な推測の考え方に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①連続型確率変数、正規分布についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②母集団と標本、統計的な推測の考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①連続型確率変数、正規分布について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②母集団と標本、統計的な推測の考えについて、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①連続型確率変数、正規分布について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②母集団と標本、統計的な推測の考え方について理解し、基礎的な知識を身に付けている。


(2)　指導計画と評価規準の具体例

	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	１
学期

２学期
	４
５

６

７

９

10


	第1章 行列とその応用
1． 行列

　１　行列による表現

　２　行列の和・差・実数倍

　３　行列の積

　４　行列の積の性質

　５　逆行列

　発展／２×２行列に関連した数

　６　連立１次方程式
	①行列とその演算、行列の積と逆行列に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②行列を用いて連立一次方程式が解けることに関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①行列とその演算、行列の積と逆行列についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②連立一次方程式の行列を用いての解法についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①行列とその演算、行列の積と逆行列について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②連立一次方程式の行列を用いての解法について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①行列とその演算、行列の積と逆行列について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②連立一次方程式の行列を用いての解法について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	2． １次変換と行列
　１　点の移動と行列

　２　１次変換

　３　合成変換と逆変換

　研究／回転移動と行列の累乗

　発展／１次変換と図形
	①行列を用いて点の移動が行えることに関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②合成変換と逆変換に関心をもち、応用的な事象の問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①行列を用いての点の移動についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②合成変換と逆変換についての考え方を身に付け、応用的な事象に考察できる。
	①行列を用いての点の移動について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②合成変換と逆変換について、応用的な事象においても数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①行列を用いての点の移動について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②合成変換と逆変換について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	第2章 式と曲線

1． ２次曲線

　１　放物線

　２　楕円

　３　双曲線

　研究／双曲線の性質

　４　２次曲線と直線の共有点

　５　２次曲線の平行移動

　６　２次曲線と離心立

　研究／２次曲線
[image: image14.wmf]1
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　接線の方程式

　研究／２次曲線の焦点の性質
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②２次曲線に関する具体的な事象において関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②２次曲線に関する具体的な事象において考察できる。
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②２次曲線に関する具体的な事象において、数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①放物線や楕円、双曲線の方程式及び概形について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②２次曲線に関する具体的な事象について理解し、基礎的な知識を身に付けている。


	学期
	月
	章の学習内容  [時間数]
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	３学期


	11

12

１
	2． 媒介変数と極座標
１　曲線の媒介変数表示

研究／双曲線の媒介変数表示

２　極座標と極方程式

３　いろいろな曲線

Beyond Math／快適な走行と安全運転
	①曲線の媒介変数表示に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。②極座標と極方程式に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	①曲線の媒介変数表示についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。②極座標と極方程式についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	①曲線の媒介変数表示について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。②極座標と極方程式について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	①曲線の媒介変数表示について理解し、基礎的な知識を身に付けている。②極座標と極方程式について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	第3章 確率分布
1． 確率の計算

　１　確率の基本性質

　２　条件付き確率

　３　事象の独立


	条件付き確率や確率の乗法定理に関心をもち、問題解決に意欲的に取り組もうとする。
	条件付き確率や確率の乗法定理についての考え方を身に付け、具体的な事象に考察できる。
	条件付き確率や確率の乗法定理について、事象を数学的に考察し、表現し処理することができる。
	条件付き確率や確率の乗法定理について理解し、基礎的な知識を身に付けている。

	
	
	総復習


	
	
	
	


６．評価の方法・判定材料など
	数学への関心・意欲・態度
	数学的な見方や考え方
	数学的な表現・処理
	数学についての知識・理解

	①　単元ごとに評価シートを作成し、自己評価をするとともに、自己の取り組みについての感想を書く。

②　課題などの提出状況をチェックする。
	①　単元終了ごとに単元テスト(小テスト)

　　を実施し、解法に至るまでの過程を

　　チェックする。

②　定期考査で、各単元での解法に至るまで　

　　の過程をチェックする。
	①　単元テスト(小テスト)を実施し、難易度

　　ごとの正答数で評価する。

②　定期考査で、難易度ごとの正答数で評価

　　する。
	単元テスト(小テスト)で、基本・標準問題で公式が理解できているかを見る。


	観　　点
	目　　標
	妥　　当　　な　　評　　価　　方　　法

	関心・意欲・態度
	取り組み状況・課題提出
	評価シート：アンケート形式で数項目を各５段階で自己評価する。また、感想・反省を記入し、前向きな姿勢がみられたときは加算する。

課題提出：提出状況をチェックする。(○回中　△回提出　等)

	見方・考え方
	思考判断・創造力
	単元テスト：単元終了ごとに、答えのみの小テストではなく、解法に至るまでの過程を書くテスト(最大３問以内)を実施し、見方・考え方の部分のみをＡ、Ｂ、Ｃで評価する。

定期考査：各単元で、上記と同様のチェックを行う。(負担を考えて、あらかじめ問題を指定しておく)

	表現・処理
	表現・処理
	単元テスト：基本・標準問題、発展問題において、的確に表現し処理できているかどうかをチェックする。具体的には発展問題１つにつき２点、基本・標準問題１つにつき１点とし、合計点によってＡ、Ｂ、Ｃを評価する。

定期考査：各単元で、上記と同様のチェックを行う。(負担を考えて、あらかじめ問題を指定しておく)

	知識・理解
	知識
	公式確認テストを定期的に実施し、正答の個数により評価する。

	
	理解
	単元テスト(小テスト)で、基本・標準問題における立式を確認し、正しく公式を使用しているかを確認する。(問題数は負担を考えて、１回につき小問５題以内とする)


数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、事象を数学的に考察し処理する能力を高め、数学的活動を通して創造性の基礎を培うとともに、数学的な見方や考え方のよさを認識し、それらを積極的に活用する態度を育てる。








　極限、微分法及び積分法についての理解を深め、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。


























行列とその応用、式と曲線、確率分布又は統計処理について理解させ、知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察し処理する能力を伸ばすとともに、それらを積極的に活用する態度を育てる。
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